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G（x, y）で近似すると未測定点の期待値と分散が評価で
きる。この時，未測定点の分散を小さくするように後述
の戦略に従ってデータを逐次的に追加すると f（x, y）を
近似するG（x, y）が得られる。
　実際の適用事例を図 1に示した
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る結果が得られた。これは，従来粗視化されて見えなか
った炭素材料などの細かな構造が反映された結果と推定
される。
　今回の手法は，100 nm条件に必要な実験時間しか使
っていないにもかかわらずデータの品質が向上したこと
を示した。このような技術は,例えば100 nmよりも細か
な構造情報を扱う触媒やリチウムイオン二次電池などへ
の応用が期待される。

4．機械学習のプラットフォーム

　実験や解析に機械学習技術を援用することによって省
力化や品質向上が可能になる。（株）コベルコ科研では，
社員は誰でもこのような機械学習サービスを利用できる
環境を計算科学センターに構築した。この機械学習サー
ビス計算機は，アクセスポイント部，実際に機械学習の
演算を行うAI部，および利用履歴やアクセスログを保
持するデータベース部の 3種のサーバ群を有機的に運用
した自社製システムである。計算科学センターではこれ
を“AIサーバ”と呼称している。利用者は解析対象に
なる電子データ（画像またはcsv形式ファイル）を本サ
ーバへアップロードし，必要な解析内容を選択すること
によって短時間で結果が得られる。
　本サービスにおいては，実行型ファイルを社内に配布
するのではなくサーバ形態を採用した。これは，AIの
汎化（はんか）性能を維持するためには定期的に追加学
習を行うことが有効であり，そのためには利用の度に自
然とデータが集まる本形態が適するためである。
　ユーザはWebブラウザを使って必要な時にAIサーバ
にアクセスでき，e-mailとファイル共有サービスを用い
て計算結果を受け取ることができる。本サービスは
Windows標準のブラウザとメーラがあれば利用できる。
　いっぽう，機械学習技術を用いて開発した新しい解析


